
《午後５時～越後の間》

シャンソン歌手 文 太 郎 氏（'98・政策）

長野県校友会会長 大槻 四郎 様（'69・法）

三味線プレイヤー 史 佳 Fumiyoshi　氏（'97・理工）

江 川 功 氏（'81・営）

茨城県校友会幹事長 木山 秀一 様（'81・法）

《午後 7 時 30 分～レストラン彩巴》
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１ オープニングライブ

２ 開　会

３ 乾　杯

４ ライブ

５ アトラクション

６ 立命館ダイアリー

７ グレーター立命

８ 万歳三唱

９ 閉　会
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立命館大学校友会　会長　村上　健治

祝　辞

学校法人立命館　総長　吉田　美喜夫

　立命館大学新潟県校友会の創
立５０周年をお祝い申し上げます
とともに、創立以来、貴会を支え
てこられた数多くの方々に対し、心
から敬意を表します。
　さて、貴会の５０周年に続き、２
０１９年には立命館大学校友会も
設立１００周年を迎えます。本会
の１００年にわたる歴史において、
貴会が果たされてきた役割は極め
て大きいと確信をもって申し上げ
ることができます。「オール立命館
校友大会２０１２ｉｎ新潟」の大成
功、「校友会未来人財育成基金」
への積極的な取り組み、そして若
手・女性校友の校友会活動参加促進の取り組み等、枚挙に暇がござ
いません。
　何よりも大切なことは、その先進性を支える知恵の結集の仕組み
を、歴代の会長、執行部の方々が素晴らしいリーダーシップをもって
確立されてきたことだと思います。まさに「ローマは一日して成らず」
との故事の通りであり、その組織運営そのものが全国の校友会の模
範であると思います。
　今次５０周年を機に、貴会がさらなる発展を遂げられることを祈念
申し上げますとともに、貴会会員の一人ひとりが、「校友会と母校は
車の両輪」との意識をあらためて強く持っていただき、それぞれのス
テージでご活躍されますことをお願い申し上げ、祝辞とさせていただ
きます。

　立命館大学新潟県校友会創立
５０周年をお祝い申し上げます。
貴会におかれましては、「校友会
未来人財育成基金」への先導的
な取り組みをはじめ、母校愛に溢
れる多様なご支援を賜り、厚く御
礼申し上げます。
　また、「オール立命館校友大会
２０１２ｉｎ新潟」開催時には、格
別のご尽力を賜り、大会成功に多
大なご貢献をいただきました。改
めて御礼申し上げます。
　さて、立命館は、真に選ばれる
大学・学園を目指し、２０１６年度
から学園基本計画「Ｒ２０２０後
半期計画」をスタートさせました。社会からの期待に応え続ける私立
総合学園として、生涯にわたり主体的に学び続ける力を有した人材の
育成、グローバル化社会において異なる文化的背景を持った方 と々
協働できる力を有した人材の育成に努めるとともに、世界大学ランキ
ング２００位台を視野に入れた教育と研究の高度化に一層注力して
まいります。
　また今回の計画では、「更なるネットワーク強化とプレゼンス向
上」を基本課題の一つに掲げました。校友の皆様とのネットワークを
さらに強固なものとし、オール立命館としての力を結集させながら、
様々な課題に取り組み、よりよい未来社会の創造に向けて協働して
まいりたく存じます。大学の想いを是非ともご理解いただければと存
じます。
　４年後、２０２０年には、立命館は創立１２０周年を迎えます。１８
歳人口の減少をはじめ、大学を取り巻く厳しい環境変化の中、将来
にわたり立命館が成長を遂げ、社会に貢献する存在であり続けるた
めには、校友の皆様のお力添えが不可欠でございます。
　校友の皆様と活発に意見交換を重ねつつ、ともに立命館の未来を
創造できますことを心より願っています。今後とも変わらぬご支援を
お願い申し上げます。

ご　挨　拶

新潟県校友会　会長　小野　守通

 新潟県校友会設立50周年、半世
紀の輝かしい歴史をともに慶びた
いと思います。
 京都から遠く離れた、校友数とし
ても全校友34万人の0.3％にも満
たない新潟県校友会が、全国的
にみても注目される活動を続けて
こられたのは、ひとえに創成期を
担われた先輩の皆さん始め校友
会活動に関わってこられた全ての
皆さんの努力の賜物と感謝申し上
げます。
 新潟県校友会は時代とともに変
わってきました。30周年くらいまで
は教員、公務員の方々が主力にな
り活動されてきました。40周年ころには徐々に民間大手に就職され
る校友も増え、社会的な広がりを実感するようになりました。加えて
近年は平成卒の校友が半数以上を占め、また女性陣の活躍も全国に
先駆けて活発になっています。
 新潟県校友会は構成メンバーのバランスがいいといわれています。
これはどの世代でも参加して楽しめる校友会だということの表れと
思います。私は新潟県校友会のモットーとして「みんな仲良く」と言っ
てきました。思想信条、社会的地位や性別は関係のない、「立命館の
卒業生」というのが共通の集まりです。そしてまた校友会はファミ
リーの集まりでもあります。これからも学園の発展を願うとともに、同
じ新潟に住むものとして親睦を深め、有意義な社会生活を送れます
よう、新潟県校友会をますます発展させて行こうではありませんか。

新潟県校友会創立50周年にあたって

実行委員長　樋口　和道

　立命館大学新潟県校友会は、51
年前の昭和40年(1965年)に末川博
総長が在学生の進学懇談会で新
潟市に来港された際、卒業生有志
が集まり本校校友会の新潟県支部
としての設立を進めたことから始
まっております。
　周年行事は平成8年に30周年を
平成18年に40周年と重ね、いよい
よ本年に節目となる50周年を迎え
ることができました。この間、大学
本校の発展に伴い、県内在住校友
の数も増加し、特に会に若手が増
えて来た事で会の活性化が進みま
した。直近のこの10年では平成24
年(2012年)に「オール立命館校友大会2012in新潟」が新潟市の朱鷺
メッセで開催され、全国の校友に新潟を知ってもらえた事と、この大
会を関東甲信越地区主催として開催したことで新潟県校友会の活動
範囲が広がり関東甲信越の各校友会と交流するようになったことは、
校友会の発展と活性化の大きなブレイクポイントでした。
　おかげで、この50周年記念事業を実施するにあたり、若手を中心とし
て実行委員会に多くの校友の参加を得られました。こうした若者の台
頭が今後の新潟県校友会の発展の道を示していると思うと、誠にあり
がたいことです。本校並びに本校校友会へは感謝の念が絶えません。
　併せまして、この50周年記念事業を実施するにあたり、多くの県内
校友の皆様から熱き寄付金をいただきましたことを、深く感謝申し上
げます。
　校友会は「立命館」という名前の家に一緒に住んだファミリーであ
る、と言われます。その家族の集まりとしての校友会に資金援助いた
だけることはうれしい限りです。江川さんの「立命館アニバーサリー」
の歌詞の最後にもありますが、「今日は立命の総会だ」と言って家を
出て総会会場に向かい、いわゆる家族と会って杯を酌み交わし歓談
する。そんなことが日常になる様、委員一同頑張ってまいります。
　今後ともよろしくお願いいたします。


